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鶴山中学校における『学力向上拠点形成事業』の取り組み

高畑 宏之*

学力の低下が叫ばれ,学びに対す7J主体性の欠如が栢繍されている今日,イ･ど壬,たちの

数学的な学びの価値を揺 さぶ り,日,'Lした学びの主体を育てる授業像を具現(としていか/亡

けれげならない｡今回の授業実践は,現在の 3年生を中心に研究を行ってきたものであるO

平成 17年度か ら3年間,学力向上拠点形成17r業 (俺かな学力育成U)実践研究事凝)の指定

を受けた｡TT梅軒 よ平成 8年度より,習熟産別少人数授英 幸,平成 13年度に本校は導入 し,

今の体制にな り7年が経過するOそV)臥 学習桁導要領の改訂 も行われたが,この学ノ)向

上拠点形成-1f菜は.本校数学科LI)伴制や取 り組みを見直すチャンスとなっブ~･ 本研究を通

して,自ら学ぶ意欲を育てていくたd)a)点字搾業の在 り方や効果的な習熟度別少人数荷導

の工夫について考察 していきたい｡

1,1年次 (H17)の現状把握u)ためU)調度

研究を進めてい く上で大切な ことは,ま

ず本校生徒の実態を杷批す ることであるっ

これが授業改善のポイン トを経 るために大

切なことであると考え,1年次は'36億把鍵

と分析 を行 うことか ら始めた｡

育委員会 芦 田俊彦 指輯主軸の授兼参観 に

よ り行われた｡

生徒の数学に対す ろ槻心.数学の枝美に

升す る意欲 ･態度については,推進役5中

学校協同で｢故学にl甥す るア ンケー ト調査

を作成 し,推進校生徒全員を対象に尖施す

ることで行われた.鋸 計結果については,

津 山市の学力向上合同IlJf先協滋会教学JE]当

者会において全体の炎態を把握後,本校の

学力向上推進研究委員会 (カイゼ ンチーム)

にて分析を行 ったu

また,学力を客観的&在槌的にみろたdL･

に 3月中旬に推進校 5中学校 1年/i_(現 3

年牛)全日 を対儀に r教研式授韓学)J検査

CRT｣を実施 した

その結果,次のよ うな本校の生徒の実態が

明 らかになった∩

(1)r数学に関す るアンケー ト湘査｣の結鬼

1年次末に l学年生徒 を対故 に実施 した

｢数学アンケー ト調度Jの結果か ら.牧羊

に対す る肺患血において,次のよ うな生徒

の実態及び成果 と跳越が明 r,かになった⊂
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r成,qユJ.

･授菜に貞TfuF=こ取 り組む生1'tが多い,

･習粕学習に より達IJi感や藩姑感を感 じ

ている｡

･数学の授業に対 して前向きに取 り組ん

でいる生徒が比較的多い｡

｢.稚拙｣

･｢lr)学ぶ学習姿勢が弱い｡

･数学に対する自信 (有能感)を高めた

い｡

･多面的に考える力 ･1三体的:ニ考える力

が l̀j机 ､o

･個性 (プT:]セス)よりも結 果にriが向
くイLBliulがあるO

･学習酢旧や家庭学習が定桁 していないO

(2)lCRT学力検査｣ a)結 L3Li

lil:･次ノミに l学年生徒を対象:一rk:施 した

rcRT学力検ftf｣の結鵜かrJ. 放学にお
ける''il力面において次V)ような'J=徒U)失態

枚Jit成Lにと..浬也が明 らかに/LL-)[一

芸曳字引･芋Tj吉信喜･J?結果り)

=寸書.育 亨J]LR王 羊二つ通名羊t'U/.)rr,;'皇L't;

lIHlT 千Jit7年j? L▲J,i,
+(.1.r且 TYbヽIIItXtLJlt
lヰ-1L了

lt3'il玉 -jB.｣ 5ウ
宇Ei1古iF

tjZコT1

1成果｣

･-184ilr的な学習に tろ鳩礎学力U)l句L
･l丈'rq練習による基本の徹爪
r花街｣

･考えさせる学習の不足

･数学的な考え方の育成

･興味 ･関心 ･意欲を高める数学的ILt活
軸の充'jf-

CF'T樗準字モ怜玉
諦域別平均偉点享(平成1∈i年･:片)

こRT博漢字力悼査

観卓別平均得卓事t平成18年3月)

(3)現状把肝の結果

r数学にJ朔ナろアンケー ト鯛査｣と ｢CR
T学力倹鹿｣a)結果を分析することにより,

生徒の矢場を把握することができたU 本校

の隼徒の七態 としては,学年によ(I)多少の
差はある子､V)a)全体的に学校での柏葉につ

いてLi多く())生経が,先生の話をulr]き,ノー

トなどはきちんととっているJ しか し,辛

iL511網t比べ)家lif学習が定着していない尖健が

ある.敢学u)'Gil腎についてはできていない

生徒が多いOI(TI'越や舵.'h物をきちんと出 L+

ていない/生徒 t,多いo

特に,特徴的だったのはアンケー トから

浮き彫 りにされた本校の生徒U)学びに対す

る r隻q･JHY]な学習態度｣や r結盟 tri脱u)辛

習等勢｣である｡ この点に関 しては,剛 JJ

人.辛,繁i･崎助教柁 u)指摘にもある とうに,解
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説伝達型の授業 (教師宅尊の税明中心型U'】

授業)から 圧It-,学び自ら考える｣竜体的

な授業へと改善していくことが教師側の人

きな課題と/A:った

また,数学を轟音とする生徒と苦手とす

ら/巨徒では理解や習熱 (理解度)の程度に

格差があることも分かったO授業内容の改

善とともに少人数授業 ･TT授業のあり方

などの学習形態についても研究 していく必

要性を痛感させられた0

2研究テーマ設定とその理由

(I)研究テーマ

『いきいきと自ら学ぶ数学授業』

一習熟産別少人数授業における指導の工夫-

(2)研究テーマ設定U)理由

今, 】ノーどもたちを取り巻く生活環境はめ

まぐるしく変化 し,学校教育も大きく変わ

ってきているO学力低下がマスコミなどで

1取り上げられているが,む しろ深刻なのは.

学習意欲の低さや学力格差の問題である

そして,本校の生徒の実態と合f)せて考え

るに,私たちの最大の関心事は,学びに対

して受け身の婆勢の生徒が多いという課笹

である｡難 しい問題に粘 り強くチャレンジ

する生徒,試行錯誤 して答えを見つけ山そ

うとする生徒,また, 仁lら進んで意欲的に
学ぼうとする乍徒か少なくなってきたよう

な気がしている..｢授業や学習に真面目に取
I/)組んではいるが,自ら学ぶ姿勢や主体的

に学習に取り組む姿勢が全体的に弱い,】と

いうのが本佼生徒の現状であり裸越であるこ.

そこで,私たちは基礎題本を身に着日.

学力を向上させるには,生徒の学習に向か

う主体的な婁勢や憤度を育てることが大切

だと考えた｡すべての生徒が数学を学ふニ

とLr)楽 しさや充実感･満足感を感 じながら,

いきいきと学習に取 り組む数学授業の創造

を目指 して,研究テーマを 『いきいき土日

ら学ぶ数学授業』と設定 したっそ して.第

3学i=-FU)習熟度別少人数授業をLTl心として

授業の暦の改善及び授業研究に取 り組むこ

とにした｡

3.2年次 (H18)の取 り組み

(1)研究の 3つの梓の設定

私たちは ｢受動的な学習｣から ｢能動的

な学習｣-と7-どもたちの学びの姿勢や態

度を変容させたいと考えている しか し,

これまでの本校における数学の授業を振 り

返ってみると l教師主さTF..-･説明中心型の授

業｣が多く,当然生徒の様 子･も受け身にな

りがらであったD少人数指導 ･TT指導等

の学習形憶や習熟度別指#.a)~1二夫に毎年取

り組んできてはいるもU)の,｢教える授業｣
かrJ｢考える授業｣｢考えさせる授業｣-の
投薬改善はまだまだ134られていないという

のが実態であった｡生徒かいきいきとした

表情で自主的に学習に取 り組む便業を創造

し,自ら考える力や問題解決能力の育成,

さらには,その原動力 (源泉)となる芋粥

意欲の向 l･をEl喋とした授業改善を図るに

揺,研究内容だけでなく,授業者の授業力
向L,そ して,教師自身の主体変容 ･意識

改革こそが必要である｡

研究テーマに決めた 『いきいきと日r'学

ぶ数学授業』を具現化するため,そ Lて,

習熟度別少人数授業における指導をより充

実させるため, 1年次の取 り組みの反'Hと

生徒の芙懐に基づき,次のようtLl授業改 善

の 3つU)柱を設定した｡

(D授業のねらいや目標を明確にする｡

･一時指jごとの学習 u標を明確に して,
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授業へ臨む ｡

･教′け研究/Lしっか り行い,指導 と評価の

一体化を目指す｡

②数学的活動を充実させ,興味･関心を高

める｡

･各単元における導入のT夫などL卜徒主

体の活動を増や し解決過鴇を虚視する｡

･教えろティーチング型 と考えさせるコ

ーチング聖を生徒u)習紬やコース別授

業J)rl】で柔軟に使い分ける｡(対話型習

得学習とオープンアプローチ学習)

･習得学習をさらに充実 させながら,探求

的な学習も投げ入れ,習得型学習と探求

型学習の統合を図るo

Q)授業の振り返り活動を取り入れる.

･根元や節の終わ りなどポイン トになる

場面において,振 り返 りシー トを.碁か

せ授業を振 り返 らせる.

･自己評価能力を育てるとともに,生徒

へのフィー ドバ ックや教師のフィー ド

バックに活かす｡

(2)研究仮説 と研究構想図 Ⅰ

明確な目標やねらいを生徒に与え,自己評

価活動を取り入れた｢数学的活動｣を充実させ

ることにより,生徒一人ひとりの学ぶ意欲や主

体性を高め,いきいきと自ら学ぶ姿勢を育むこ

とができるであろう｡

(3)具体的な取 り組み

①2年次の研究経過

1年間の取 り組みの大まかな経過は次

のj由りである｡本校の学力向上ア ドバイ

ザーとして.岡山県教育センター 指導圭

一lj_T大月-泰先/Jiに指導や助言をいただ

きながら,常に年間の見通 しを見据えな

がら研究に取 り組んでいったn

l学期

･敢研式標準学力検査 CRTの検膚結果を

分析 し,生徒a)学力の実態を把握する｡

･授業改野として考えられる解決案を立

案する｡

16月 授業研qLE坪山市教育委員会訪問

1年 高畑 植木

｢文字式 o)導入｣

オープンアプローチ学習

3年 永井 高畑

r平方根の計算｣

対話型習得学習

･授業改畠=のア ドバイスを大月先生から

指埼助言をいただく｡ (夏の研修)

2学,Lgf

･夏の研修時に立てた具体的な授業改葺

策について,2学],Dfに実践するO

･10月 提案授栗 の実施

習熟度別少人数研究授業

3年 高畑 応用コース

｢平方完成に よろ解 き方｣

対話Tbi習得学lJ']

･授業カ リキュラムの見直 しを行 -),

･絶対評価の研修を深め,指導と評価の

一体化 とい う側血から授業の質の改連

を図る,

･11月 習熟度別少人数研究授業を公開

授瀧とし,フロンティア研究の一環 と
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して取 り組む｡

1年 稲畑 仰木

r比例U)噂入｣

オープンアプローチ学習

3年 永井 市畑

｢2次関数の応用｣

対話型習得学習

対話型探求学PIJ

･夏の研修で立てた方針に従い,2学期

から取 り組んだ授業改善の総括をする

3学期

･1月 祇浜中学校来校

習熟度別少人数研究投光公t凋

3年 ｢二平方の定理の紫人｣

高畑 基礎コース

オ-フンアプローチ学習

永井 応FTlコース

対話型探求学習

･3月 校内数学科研究授業

2年 楠木 ･一斉授業 裸越学習

｢図形の角度｣

オープンアプローチ学習

･3学期に学力向上形成尊貴の.い閉経Int

会を実施する｡

･1年間のまとめと反省を し,成丸と稚

題を明らかにする｡

(勤研修会等-の参加 と小 rlコ連携

2年次も穏極的に研修会 ･先進校研究

会等-参加することに した｡5中の公開

授業はもちろん,県教育センターの研修

講座や,先進校-の視察も行った｡ さら

に,校区内の小中連携 とい うこともあり

南小学校の界教科授業研究-授濃参観し

た り,北小学校にて行われた ｢魅力ある

算数の授業づくり (岡山灯し教育センター

指導主Ir柵博文先年を講師に招いての

U=BlJJLL_)｣の校内研修会に参加 したy)して,

璽『! +

小中の連携を図 りながら,授業研究の情

報交換 と授業改善に努めた｡

◎授業改善に向けての研究

夏の研イ酎こおいて,生徒の課題 と楕導

の方針を明 らかに し,授業改善を2学期

に実施 した｡10月に程姦授兼の実施｡授

某をビデオで椴膨 し,授業検討を行った_

11月には 1年と3年で少人数研究授業を

等施 し,津ILJr17教育委員会から芦田俊彦

先生並びにFGlLh舶教育センターより大月

先生を招いての研究協議会 (授業診断及

び授其検討会)を実施 した 数学的活動

の工犬,教材研究 ･楢導方法等の 亡夫と

いった授業改善の研究がRに見える形で

成果はなかなか表れない｡ しか し,少 し

ずつ効果がでている施信を得た03学期

に 2年で公開授業を計画 し,フロンティ

ア中間報告研qL,授Xiを実施する予定だっ

たが,日程の調雅が難 しく,校内研修会

とい う形で実施 したC2学年においてオ

ープンアプローチによる数学的な活軌を

iE祝 した授業研究に取 り組む ことによy),

今年度のまとめの授業 とLた:

42咋次 (H18)の研究の成果 と孤趨

(1)1年次と2年次の各調査の比較から

2年次末に実施 した調査 ･検査の結果>

1隼次〟)結果を比較検討 した､その結果′

次のような実態及び成果 と諜越が明 らか

になったO

｢蚊果｣

･牛徒の授業へU)取 り組みはよいが,早
ぶ姿勢や問題-の取 り組みに膿樋があ

る｡

･情意面のアンケー トでは,前回JL･比較

して,数字ではほとんどの項 口におい
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て伸 びが見られた 特に,授業に限 り

組む婆勢を示す項tlの欺字か上昇して

いる｡

･オーブンアプローチによる･Il'=習を般り

入れ,-i,ことで解決過程-目が向く/i_徳

が岬えた

･習熟峻別少人敬指導(I)t Jこ【端本コー

スと応川コー スで授業(J)違いをけ-)き

りとさせた⊃スモールステッアで教え

る部分を前祝する基本コー スに対 して,

応用 コースでは応用17,1雌や溌Jli問題

(教科書外0)関越)に挑戦させt-

｢.付出｣

･伝達フFi!授業スタイルかrJu)Etlなる脱却

と学習を支える土石 (環境や 抜盤)づ

くりが必蜜である｡

･教師の授懲スタイルが伝達)世U)授 Yi-ス

タイルかLtJ脱却できていない0.に,)て,

1徒も能動的な学びにtj:らないc I-.記

o)ことは.授顎-の取V)3:llみに関する
アンケー ト結果上/)ら,牧草の関越へ

o)jriV)組みに関するアンケー ト結果の

噴口が伸び悩んでいることに表れてい
る｡当然u)ことだが. Hの授業におい

て托業 者が肯識的に仕組んでいかなり

れげならない｡

･CRTのスコアが 1回rH一比べ落 yr,追

/､ノデ.⊃これは.対象学ifu)2叶次にお

ける/ヒ活態度 u)乱れと相 .七って ｢CR

Tjの結果が落'F,込んだ())ではtLlいか

と考えている｡

･学びの自立の前に乍テLT;の自立,'Ju.)ら_

教師が数学o)授業で猿人lll.I.1=成果をあ

げるためにも招業をjL'えろl･_台づくり

の大切さを痛感 した 教室を質IJ)lFl･iい

学びの空間-変えていく日々の意瓜 と

'7/ラカが教師に必要であるO

･授港税作の確立や砧を聞く姿勢づくり

-時間の投鞍が必要で,bる｡

豊かな授業 コミュニケーションづくりの

ために r~f･どもを観る視点jr+とi_,iニriU
,hる視点.a)棚卸 しがいる｡

生徒の'ぷ態にfr','た柔軟な羊省形態u)見

甚 Lがいる

欝字TJ･字コ調査の結苧ri'7)

:>丁奇青 辛;tl蛸五 工)つ､旦重吉(.%)才咋 ′主は

ut○JET一一一. 千d一丁BE.F_

T成り,T141十二LlH り五山や fJ､ま 稚1 (▲ 4.I.I

l且3年3:

千Tt1昌一堆

す丁ー3月

代3年王 し▲7.9J干qTqLf

しこRT樗準芋｢f声音
絹域別平均'Ils点字(平成1L_J年:三月)

LPT樗揮字十1穣喜
観点利平均T等rF宰t平成1rj葦L3月.7
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(2)2年次 (H18)の総括

平成 18勘 要に実施 した｢数学に関するア

ンケー ト調査｣と ｢CRT｣の結果を分析

することにより.本校の生徒の実態を把握

するとともに,研究テーマや研究仮説に沿

った授業改善に取 り組むことができた,

① 目標の明確化

② 数学的活動の充実

③ 授業の振 り返 り

数学に対する興 味関心意欲を高め,解脱

型の授業から ｢自ら学び､自ら考える｣主

体的な授業-と改善 していくために,上記

の 3つの柱を立てて収 り組みを進めたJ 川

年度 3月に朽実施 した ｢数学に関するア ノ

ケー ト｣や ｢CRT｣の結果やデー一夕を Jt,

とに,平成 19TF-1&-揺,更なる救学校某 の質

の改善に取 り組み,生徒の学力の向上並び

に能動(tJIJな学習態度の育成を目指 したい と

考えたJ

おおむね評価てき5台

00
鮒
的
7｡
伽
知
40
知
加
10
0
●■ JtBlPll■ .I-トl■▲■n ▲■d■■lL■l■■■

辞書す/＼き点領 空 空 ]

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
9
4
7
8
Lr)4
3
2
l
■■ tI-tllく■4■■lい.､ ■JtdJI

5.3年次 (H19)の取 り組み

(1)学ぶ姿勢づくり (1学期)

①学ぶ姿勢づくりとして,永井教諭〟)

1年生にける僅案授兼を実施 Lたo

l授業の約束&ルール J

i授業の規律づくり｣

r教え合い学習｣｢学び合い学習 ｣

②聞く姿勢づくりの臭体的な視点

｢やる気&興味づり｣｢わかるl｢できそ
うjr受け入れ られている｣｢発間 .質
問｣r指示 j ｢作業｣｢リズム&テンポ｣
｢行動のけ じめ (聞く･解く･写す)｣｢環
境 ･教室 (単板 .ゴミ･座席 ･準備物)｣

r体の使い方｣r間J｢集中とリラックス｣
※各学年で紋 して生徒へ指導する｡

(tq)教育実習生の授業研究からの学び

｢/ll=_徒を観ろ視点 (目)を増やす｣
｢生徒に関わる視点 (眼)を増やす｣

｢/il,Eを観 る&関))る視野を広げ る｣

｢教師のエネルギーJr目線｣r言葉｣｢メ
リハ リ｣r反応力 (適切な リスポンス)｣
｢復唱｣｢間｣｢雰Uf･l気｣rムー ト｣｢声｣
｢話 し方｣｢トーン｣｢教材 ･教具｣｢体の
向き｣｢指示や質問のタイミング｣｢授業
ペース｣rはめ力｣rしかり方｣｢肯定的
なス トローク｣r顔の動き｣｢立ち位粁l
｢動作｣｢テンポ｣｢手ur)鋤きjなど.
※特に,非言吾酬勺fE教鮒の授業行為が生

徒に与える形稗が大きいことを確認 し

た !

(2)｢放学に関するアンケー ト調査｣

(平成 19年 7月に本校独 自で実施)

現 3年生が 1学期を終えろにあたって意

識調査を本校独 Elに 3rTill巨川)調寂を尖施 し

- 145-



た ちなみに,現 3年生は本校に入学 して

以来,次のような学習形懐を経て今 日-至

っている｡

L年次 (H17)･･･少人数授業

(LU席酵母による均等 2分割学習集Frl)

2年次 (HL8)･- 一斉授澄&TT授業

(遇 3時間の うち 1時間がTT指IF,':)

3lr･'一次 (H19)･･･習熟度別少人救授業

(慮礎コースと応用コース)

データを集計し,過主o)データと比較検

討 したO次のような荊itE結果を'(Pr･た｡

数学に鮮する連環院,壬丁き購いなど

数字の捜集への取り頼みのようす

妻

.

I;i
Jf

午9
辛2a

ー●･･冊 く く* 生 )
ノ- ト
dlら 専 jL も

* % -**
･一･･･Erlくく女達)
･- 柏&
- tlll

自ら考える着舞
27ポイントUP

数学の闇規-の取り低みのようす

-+ FSIカ I■決

- 能 管 の ,苫用

- あ きら一bない

i丈l号JI美

一 事 様 な 弓書え

+ l司Ji* 決 の 書

多面nlこ考える,Q昏

18ポイントUP

(3)研究構想図口

命を掛し,人と自然を大切に生きる.

分
れlきいざと自ら空相弼 割

(4)現 3年17.の 3年刷の取 り削みの傭略図

3年生の成長曲線

亨=J仇い
つT･
7
..FYI
.手力
･P
卓

I" ｣⊂亘=】_rLと1.Ti.I.11■冨訂一一Jh暮■■■ l lZfJir暮t■JrWJ

■~■▼丁.ー●

Ir/)fJtrEtIJr■■コ一L■

ーt■巨垂垂 二] 一■匝 可 ●■-■■l
l仙■事P柵l!'r.I
干dlO書JE

lq旬I1

6.研究の考察とまとめ

(i)アンケー トの推移から7+る成果 と花組

｢成果｣

･3咋生になりほとんどの項 目で仰びを

示 Lた03年FtTlになった目先の表れで
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あろうD授業の根菜規律や聞く誓勢づ

くりの取 り組みの効果が出ている｡

･2年次の ･斉の柁某スタイルから.習

熟別少人数指導に変わったことにより,

達成感や満足感を感 じている生徒が多

い｡生徒 ･保護者-実施 した本校独 自

のアンケー ト調査U)結果をみても習熟
度)jlJ少人数授業に対 しては肯定的に受

け止めているようすが何える｡

･CRTは実施 していないが,授 菜 や数
学の問題に対 して租極的に】なり組む生

徒が増えた｡

･3回の調査で一番伸びているのは,｢授
業-の取 り組みの とうす｣をきいた(-3)

番 ｢自分でも考えながら授業を受けて

いる｣ というアンケー ト頃日である
]回目61%-2回口74%-3回目88%

と,1年次から比べると27ホイン トの

噌)Juである,次に.伸びを示 しナ･項 目

は, ｢数学の問題に対する取 り組みの
ようす｣をきいた (5)番 r問題が解け

たとき別の解き方がないか考えるよう

にしている｣の項 目である｡18ホイン

トの増加である｡

･成米が表れていろ所から学ぶだけでな

く.成果が出なかった所から学ぶこと

の意義を考えさせ られた｡常にとんな

状況のなかでも,7･どもた+)の成良の

ために ｢カイゼン｣ していく相称が大

切であることを 3年間の取 り組みの中

で考えさせ られた｡

｢諜越｣

･数学の授業に対する取 り組みのようナ

の結果に比べて,数学に対する興味 ･

関心や問題解決に対する意識の伸び率

が弱い.学習はまだまだ受け身u)埠勢

である｡

･知識 ･技能の習得と数学的な見方 ･考

え -̂の育成の両立を目指 した指導がい

る｡特に,習熟度別授業では,教えて

わからせ るティーチング活動 と考えさ

せるコーチング活動のバランスをコー

スにより適切に設定 して授業展開 して

いくことが大切である｡

･B塵坤をさらに明確に して,授業に望

む必要がある｡生徒-到達 l｣標をLli/71-

することを考えたい｡ 1時間の椅繁の

R標やね らいを'JI徒 と授業 古'が共有 し

てなければいけないと感 じていろ

･やは り,間梓を解決するに際に虚脱す

ることとして,過穫 (プロセ ス)を大

切に した数学的活動をロ頃から取 り入

れていく必要があるD/生徒の解汰過程

を背定的に認め,数学が ｢わかる｣｢楽
しい｣実感知を高めるような授兼実践

をさらに工夫していきたい｡

･媒題であ り成果ともいえるが,生徒の

姿をどこまで見て授業ができているか

を常に心がけたいo l学好日こ棚卸 した

観る視点や関わる視点を今後i)大切に

したいD

(2)研究仮説の検証

(1)の 3回のアンケー トの考察において

明らかなように,数学の授業に対 して,特

定的に答えている生徒が多いO特に,rイ1~稚
感｣｢自ら考える姿勢｣｢多面的に考える態
度｣などが 3年間を辿 して少 しずつだが向

上 していったことがわかる｡ よた,授業の

r卜で Io,鱗極的に学習する′ヒ徒が増えてい

る姿が見られる｡

これまで述べてきたことから,明確なR

標やれLIJいを生徒に与え,自Ll評価活軸を

取 り入れた ｢数学的活動｣を充実させるこ

とにより,生徒の学ぶ意欲や主体仕を高め

ろとい う点で効果的であることが示唆 され

た｡今後 も半t熟度別授筆に限らず.すべて

J)学習形態において,3つU)m･動の質をよ
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り高め,授業実践 ･授業改善に撒 I･/)組んで

いきたい｡

7,今後U)課地 (問題提起に換 えて)

研究を進 めていく中で,新たなPrT]舶茸識

や課題が出てきた それ らを最後に憾理す

ることで,今後の散 り組みのr.";]視程起 とし
-･･LL､

(i)得型学鞘 と探 求理学習V)統 計

｢考える力｣重視 とい う流れの-いて,塞
礎的な計算力が峠祝 されやすい｡知澱や技

能な どけ習得的な学習による勘遊学力U)

終日1が 旗本 コー スt,応用コースも重要で

ある｡探求型())学習を充;jささ せ ,考える力

を伸ばすために も T,1)かる｣｢でき7J｣,.lI]
得学:FIlをもっと光 夫させていきたい 今後

は,1校葉だけでな く,里)Lの流れや 1年
の流れ など,教科 苦を系統立て指ji;･_1 るな

かに riL'lHTL手Jと ｢探究｣のバランス,i,より
I.ii.識 Lて指幣 していきたいL,

(2)li当!L.度別少人数授業u)学習形態

cR11(/)辛))検査で,一一･人ひ とりu)学力

a)到達雌を正純に実娃把握するこ とで,基

本 コー スと応用 コー スの分 け方 と指導に

客観性がもてた,A

(3)明確 さは力な V)
提菜 U)ね らいであ り,到達 R博であるB

基準を明確に示 し,生徒 と授業者が ｢】槽を

共有化 して授業がスター トす るCそ Lて,

｢.1打越 を提示 し,ゴール(B規準の仝fli通J戊)

を巨‖市して授業が展開 され る,授業の′きよ仁,

いを):&L初に程示 した り.単元0-)t3規唯をプ

リン トに して生徒に示す ことL'lt,1授業や

1単九の 目標が明確(二な り,意欲付 けにな

った ,今後 尊,継絞 していきたいO

(4)放 ､̀印勺暗動の充実

榎肇展開V)主体は生徒 と教師であるoそ

して,主体的な学びを促すにけ′ヒ徒の活動

が欠かせないOまた,間趣解決の際に重視

すべきことは,教材のね らいや授業の 目標

にJEi結十 る生徒u)数学的な活glJ](習得学習,

探求草常,内的活軌 外的活動な ど)を取
り入れ ろこと,結兄だけでなく解決o)過程

(プロセ ス)を肯定的に認めること,そ し

て,一方的な教え込みにな らない｣二)仁il.

徒 との対評 を虎視す ることである そ うい

う意味では.探求哩の学習モデルの一つ と

して取 り入,hた｢オーJ7ンアプ ローチの学

僧｣は数学的な思考力の育成や 白ら芋ぶ意

欲や態度 を育てろことにつなが った と思

われる｡今後 も,授 業の中でどこの部分で

何の 目的 で数学的活動 を取 り入れた ら効

果的/lこ〝)かを研究 していきたい｡

(5)自己評価活動

授 業の最後【一,援濃を′振 り返 らせ る｢意

欣だけでなく,授業内零の即解度や 考え

方など評価することができ-/･ 対象 と自

己内 廿話 し, 丈字 としてアウ トプ ッ トす

ることで思考の質が高まる｡毎時間茸か

せ習付目とす ることが大br)であるが,毎 時

即日1できなかった マンネリ化 しないよ

)に今後 そ,取 り組んでいきたい｡

(6)習熟性別柁 嘗U)効果

本校が習地境別指溝を導入 し 7年がた

/) 習熟性別指導の是j冊 ＼脚われ ,r.-FJ煙

点 吊倒滴され ているが,一斉(､羊膏でけ雅

言がほとんどナL:い生徒が,i;･本コースに

きてい きいきと柄軌IT)-ろ資をたくさん見

てきた日日分 もやればできるんだ L･い う

自信を も,Jた とい うことであるC確かに

学力u)格差はあるか Ji,知れないが,学習

に対す る充実感や満足感 とい う点てみれ

ば,確美に差が縮 ‡っているはずである｡

ー 148-



8.終わ りに

『いきいきとtコLl学ぶ歌学授業』U)典現化

を目指 し,受動的な学びか ら碓動的な意思

ある学び-向けて,嫌々な方法に取 り組み

実践 してみたOまだまだ,授Xi-の改善は拭

いているO理想を掲げ.絶えず試行錯誤 し

ていきたい｡
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